
平成29年度

アーカイブ
保存修復研修

国立女性教育会館
女性アーカイブセンター

基礎コース

＜参加費：無料＞

実技コース

＜材料費：2,000円＞

11/21 (火)13:30 - 11/22(水)12:00

11/20 (月)13:00 -11/21(火)12:00

主催：（独）国立女性教育会館 （NWEC） 後援：（株）資料保存器材
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728 TEL:  0493-62-6195 FAX: 0493-62-6721 email: infodiv@nwec.jp

30名

20名

アーカイブの保存・提供に携わる実務者の方、大学・機関等の図
書館職員の方が対象です。（再受講可）
基礎のみ、実技のみ、基礎・実技通し、いずれも可能です。
遠方からご参加の方は当館に１泊1,200円でご宿泊いただけます。

全日参加の方を優先とします

会場：国立女性教育会館
（埼玉・武蔵嵐山）

オプション：（株）資料保存器材見学会

11/22 (水) 15:00 – 17:00

20名

女性アーカイブ
とNWEC

山崎裕子
国立女性教育会館情報課

実践報告① 油谷順子
東京女子医科大学史料室

実践報告② 佐々木和子
震災・まちのアーカイブ会員
/神戸大学地域連携推進室准教授

ディスカッション

女性教育情報センター・女性アーカイブセンター見学
情報交換会（希望者のみ）

デジタルアーカイ
ブの活用

関口万里
（株）デジタルSKIPステーション

（彩の国デジタルアーカイブ）

写真・フィルムの
保存方法

山口孝子
東京都写真美術館事業企画課保存科
学専門員/日本写真保存センター諮問

委員

国立公文書館
の活動について

筧雅貴
国立公文書館公文書専門官

＜参加費：無料＞

（東京・駒込）

紙資料修復
関連実習

伊藤美樹・高田かおる
（株）資料保存器材

※実習内容は昨年度（平成28年度）と同じです

昨年度の参加者の声
・概論から始まり、豊富な具体例を聞くことができ、アーカイブ
初心者として理解を深めるきっかけとなりました。

・目録からデータベース作成までの事例を教えていただき
参考になりました。

・女性の記録が残りにくいということ、どのように残していくか
ということを知って大変参考になりました。

・文献、資料では得られない「生」の技術を実感しました。
資料に向き合う姿勢、保存修復に対する考え方も勉強にな
りました。

基礎コース

実技コース

会場：国立女性教育会館
（埼玉・武蔵嵐山）
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申込書は当館ウェブサイトから

https://www.nwec.jp/event/training/



お申込・お問合せ先 国立女性教育会館情報課
https://www.nwec.jp/event/training/archivist2017.html
Mail: infodiv@nwec.jp
TEL: 0493-62-6195 FAX: 0493-62-6721

１３：００～１３：１５ 開会・挨拶 国立女性教育会館理事長

内海房子
オリエンテーション

１３：１５～１４：００ 女性アーカイブとNWEC
女性アーカイブの基礎的な知識と国立女性教育会館（NWEC）の実践事
例を紹介します。

国立女性教育会館情報課
情報係長（併）専門職員

山崎裕子
１４：００～１４：５０ 実践報告①

東京女子医科大学におけるアーカイブの実践事例について学びます。

東京女子医科大学史料室

油谷順子
１５：００～１５：５０ 実践報告②

「震災・まちのアーカイブ」における実践事例について学びます。

震災・まちのアーカイブ会員／
神戸大学地域連携推進室准教授

佐々木和子
１６：００～１７：００ ディスカッション

テーマを決め、講師も交えてグループ別にディスカッションを行います。

１７：１５～１７：４５ 女性教育情報センター、女性アーカイブセンター見学（希望者のみ）
国立女性教育会館におけるアーカイブ構築事例を中心にご紹介します。

１９：３０～２０：３０ 情報交換会（希望者のみ）
参加者相互の情報交換やネットワークづくりの場を提供します。

９：００～ ９：５５ デジタルアーカイブの活用方法
資料のデジタル化の手順や権利処理の進め方について事例を基に学
びます。

（株）デジタルSKIPステーション

（彩の国デジタルアーカイブ）
関口万里

９：５５～１０：５０ 写真・フィルムの保存方法
写真・フィルムの保存方法や劣化が進んだ資料の取扱方法などについ
て学びます。

東京都写真美術館保存科学専門員
/日本写真保存センター諮問委員

山口孝子
１１：００～１１：５５ 国立公文書館の活動について

国立公文書館の活動および実践事例について紹介します。

国立公文書館公文書専門官
筧雅貴

１３：３０～１７：００ 紙資料の修復関連実習①
ソフトカバー（小冊子）などの図書資料への館内でもできる処置（綴じ直
し、修補）の実習を行います。 ※昨年度と同じ内容です

（株）資料保存器材

伊藤美樹、高田かおる

１５：００～１７：００ オプション・ （株）資料保存器材見学会
東京・駒込に移動し、全国から集まるアーカイブ資料の保存修復の作
業現場を見学します。全日参加の方を優先とします。

（株）資料保存器材
伊藤美樹、高田かおる

【基礎コース・１日目】 １１月２０日（月）

【基礎コース・２日目】 １１月２１日（火）

【実技コース・１日目】 １１月２１日（火）

９：００～１２：００ 紙資料の修復関連実習②
ハードカバー（くるみ製本）などの図書資料への館内でもできる処置（修
補、外れた表紙・背表紙の接合）の実習を行います。

※昨年度と同じ内容です

（株）資料保存器材

伊藤美樹、高田かおる

【実技コース・２日目】 １１月２２日（水）


